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裏面 

◇ 県立高等学校の「発展的統合」

対象校公表  他 

７
月

10
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第

26
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
、
日
教

組
・
兵
高
教
推
薦
の
古
賀
ち
か
げ
さ
ん
（
福
岡
県
教
職
員
組
合
出
身
・
新
人
）

が
、
見
事
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
勝
利
は
、
日
教
組
に
結
集
す
る
全
国

の
現
職
組
合
員
・
退
職
者
が
総
力
を
あ
げ
て
と
り
く
ん
だ
結
果
と
言
え
ま
す
。 

古
賀
さ
ん
は
、
勇
退
さ
れ
る
那
谷
屋
正
義
さ
ん
の
後
継
者
と
し
て
、
子
ど
も
・

学
校
・
家
庭
へ
の
支
援
、
雇
用
の
安
定
・
労
働
条
件
の
改
善
と
社
会
保
障
の
充

実
、
平
和
・
人
権
、
民
主
主
義
な
ど
の
憲
法
理
念
や
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
生

か
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
30
年
間
の
教
職
の
経
験
を
ふ
ま

え
、
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
国
会
の
場
で
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
愛
知
県
選
挙
区
に
お
い
て
も
、
日
政
連
・
斎
藤
よ
し
た
か
さ
ん
（
愛

知
県
教
職
員
組
合
出
身
）
が
見
事
三
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。 

教
育
施
策
は
法
令
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
法

府
（
国
会
）
に
教
育
現
場
を
経
験
し
、
実
態
を
熟
知
し
て
い
る
議
員
は
ご
く
わ

ず
か
し
か
い
ま
せ
ん
。
今
回
当
選
さ
れ
た
お
二
人
を
は
じ
め
と
し
た
衆
参
両
院

の
日
政
連
議
員
は
、「
教
育
の

議
席
」
と
し
て
極
め
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

教
員
免
許
更
新
制
の
廃
止
は

よ
う
や
く
実
現
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な

研
修
制
度
の
動
向
に
よ
っ
て

は
、
む
し
ろ
教
員
の
負
担
増

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
危
険

な
状
態
で
す
。
抜
本
的
な
定

数
改
善
と
思
い
き
っ
た
業
務

削
減
を
進
め
、
全
国
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
教
員
不
足
を

解
消
す
る
こ
と
な
ど
、
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。 

兵
高
教
は
日
教
組
と
共

に
、
学
校
現
場
の
声
や
実
態

を
踏
ま
え
、
日
政
連
議
員
と

連
携
し
て
こ
れ
ら
の
教
育
課

題
の
解
決
に
向
け
て
と
り
く

み
ま
す
。 
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水岡参議院議員（左）、那谷屋正義参議院議員（右）とともに 

第

26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙 

古
賀
ち
か
げ
さ
ん
勝
利
！ 

 

冒
頭
、
藤
原
教
職
員
企
画
課
長
が
公
務
員

の
定
年
引
上
げ
の
趣
旨
、
法
改
正
の
経
緯
等

に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
た
後
、
①
定
年
の
段

階
的
引
上
げ
、
②
役
職
定
年
制
の
導
入
、
③

役
職
定
年
制
に
よ
る
降
任
等
の
例
外
措
置
、

④
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
の
導
入
、

⑤
60
歳
に
達
し
た
職
員
の
給
与
及
び
退
職

手
当
に
つ
い
て
、
⑥
情
報
提
供
・
意
思
確
認

制
度
、
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

兵
高
教
か
ら
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

多
く
の
検
討
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
上
で
、
①
他
の
自
治
体
の
動
向
、
②
す
で

に
公
表
さ
れ
て
い
る
今
後
３
年
間
の
教
員

採
用
計
画
に
つ
い
て
、
③
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
の
職
務
内
容
、
配
置
、
勤
務

形
態
等
の
整
備
、
少
数
職
種
へ
の
対
応
に
つ

い
て
の
検
討
状
況
と
想
定
さ
れ
る
課
題
、
④

役
職
定
年
制
に
係
る
具
体
的
な
検
討
状
況
、

等
に
つ
い
て
質
し
た
上
で
、
別
途
、
60
歳

超
の
暫
定
再
任
用
教
職
員
の
処
遇
改
善
や

定
年
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ

く
り
、
そ
の
た
め
の
業
務
改
善
や
定
数
改
善

等
を
求
め
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
県
教
委
側
は
①
既
に
条
例

改
正
等
を
行
っ
た
団
体
に
お
い
て
、
特
別
に

注
視
す
べ
き
課
題
等
が
あ
る
と
の
情
報
は

得
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
積
極
的
に
情
報

交
換
を
行
い
な
が
ら
制
度
導
入
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
、
②
教
員
採
用
計

画
に
つ
い
て
は
、
教
員
定
数
、
定
年
引
上
げ

を
想
定
し
た
退
職
者
数
、
再
任
用
教
員
数
、

臨
時
的
任
用
教
員
数
を
勘
案
し
つ
つ
、
優
秀

な
職
員
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
平

準
化
を
図
り
つ
つ
決
定
し
て
い
る
、
③
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間

や
給
与
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

７
月
14
日
16
時
よ
り
、
ひ
ょ
う
ご
女
性
交
流
館
に
て
第
１
回
定
年
年
齢
引
き
上
げ
に
係
る

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
兵
高
教
か
ら
は
、
西
村
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
執
行
部
が
交
渉
に
臨
み
、

県
教
委
か
ら
は
、
藤
原
教
職
員
企
画
課
長
、
大
迎
教
職
員
人
事
課
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。 

定
年
後
の
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
と
同
様
、

任
期
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
再
任
用
短
時
間

勤
務
制
は
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
の

任
期
を
定
め
る
の
に
対
し
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
制
は
常
勤
職
員
の
定
年
退
職

日
に
当
た
る
日
ま
で
で
あ
る
、
養
護
教
諭
等

の
少
数
職
種
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
複
数

の
者
で
職
務
を
分
け
合
う
短
時
間
勤
務
で

は
、
一
貫
し
た
指
導
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
職
務
の
特
殊
性
を
考

慮
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
現
状
、
定
数
の
枠
内
で
短
時
間

勤
務
を
設
定
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
複

数
配
置
さ
れ
た
学
校
の
定
数
を
活
用
し
た

措
置
が
考
え
ら
れ
る
が
、
実
施
に
つ
い
て
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
、
④

役
職
定
年
に
よ
り
降
任
と
な
る
場
合
、
校
長

に
つ
い
て
は
、
教
頭
、
指
導
主
事
ま
た
は
主

幹
教
諭
等
と
し
て
、
教
頭
に
つ
い
て
は
、
主

幹
教
諭
等
と
し
て
任
用
し
、
そ
れ
ま
で
の
経

験
や
能
力
を
活
か
し
て
職
務
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
、
事
務

長
に
つ
い
て
も
課
長
補
佐
と
し
て
任
用
し
、

そ
れ
ま
で
の
経
験
や
能
力
を
活
か
し
て
職

務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
検
討
、
⑤
定
年
引
上
げ
後
の
60
歳
超

職
員
、
暫
定
再
任
用
職
員
の
処
遇
差
に
つ
い

て
は
、
趣
旨
の
異
な
る
２
つ
の
制
度
で
あ
る

た
め
、
そ
の
処
遇
に
つ
い
て
も
同
一
の
水
準

と
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
、
等
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
兵
高
教
は
第
２
回
交
渉
に
む
け

て
、
日
教
組
お
よ
び
全
国
の
各
単
組
と
情
報

交
換
・
意
見
交
換
を
し
つ
つ
、
高
齢
期
雇
用

の
諸
課
題
の
改
善
に
向
け
と
り
く
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 
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学区（地域） 対象校 

第１学区 

（神戸・芦屋地域） 

県立神戸北高等学校・県立神戸甲北高等高校 

県立伊川谷高等学校・県立伊川谷北高等学校 

第２学区 

（阪神地域） 
県立西宮北高等学校・県立西宮甲山高等学校 

第３学区 

（北播磨地域） 

県立三木北高等学校・県立三木東高等学校・ 

県立吉川高等学校 

第４学区 

（中播磨地域） 

県立姫路南高等学校・県立網干高等学校・ 

県立家島高等学校 

県立福崎高等学校・県立夢前高等学校 

２
０
２
２
年
度 

第
５
回
臨
採
者
学
習
会 

     

兵高教今後の主な日程 
 
◆第６回臨採者学習会  ～教員採用試験対策講座（6）～ 

と き：７月３０日（土）13:30～16:30  

    ところ：神戸市教育会館５階 
 
◆第２８回近畿ブロックカリキュラム編成講座 

    と き：８月８日（月） １０:００～１６:００ 

ところ：ラッセホール                 
 
◆第１７回近畿ブロック臨時採用教職員部交流会 

   と き：８月２０日（土）１３:３０～１６:００ 

    ところ：ルビノ京都堀川 ２階「加茂」  
 
◆第６回臨時・非常勤教職員等全国交流集会 

     と き：８月２７日（土）１２:３０～１７:３０ 

ところ：日本教育会館 

 

７
月
14
日
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
「『
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
第
三
次
実
施
計
画
』
の
推
進
」
に
つ
い
て
記
者
発

表
を
行
い
、
２
０
２
５
年
度
に
「
発
展
的
統
合
」
の
対
象
と

な
る
６
組
14
校
を
公
表
し
ま
し
た
（
左
表
参
照
）。
対
象
校

を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
主
な
観
点
と
し
て
、
①
現
在
の

学
校
規
模
お
よ
び
生
徒
数
の
動
向
、
②
統
合
前
に
連
携
し
た

教
育
活
動
を
行
う
た
め
の
距
離
的
・
時
間
的
位
置
、
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
初
「
第
三
次
実
施
計
画
」
で
は
、「
発

展
的
統
合
」
を
２
０
２
５
年
度
に
７
組
16
校
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
中
播
磨
地
域
の
１
組
２
校
は
姫
路
市
に
お
け
る
市
立

高
等
学
校
の
再
編
計
画
の
検
討
状
況
を
ふ
ま
え
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年
度
の
「
発
展
的
統
合
」
は
実
施

せ
ず
、
検
討
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
対

象
校
は
２
０
２
５
年
度
入
学
者
選
抜
か
ら
募
集
停
止
（
２
０

２
３
年
度
、
２
０
２
４
年
度
は
入
学
者
選
抜
実
施
）
と
し
て

い
ま
す
。 

「
第
三
次
実
施
計
画
」
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
で
あ

る
中
学
生
・
高
校
生
や
保
護
者
、
卒
業
生
、
地
域
の
人
び
と

の
声
を
て
い
ね
い
に
聴
き
、
通
学
の
負
担
等
へ
の
対
応
も
含

め
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
保
障
を
最
優
先
に
す

す
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
兵
高
教
は
こ

の
間
、
兵
教
組
の
「
拡
大

高
校
問
題
検
討
委
員
会
」

に
参
加
す
る
な
ど
し
、
中

学
校
側
と
も
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
県
教
委
と

折
衝
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
存
置
す
る
校

舎
の
決
定
や
募
集
停
止

後
の
学
校
運
営
お
よ
び

人
事
の
課
題
等
、
様
々
な

問
題
が
生
じ
て
く
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
兵

高
教
は
分
会
・
支
部
を
通

し
て
課
題
を
集
約
し
、
兵

教
組
と
も
連
携
し
な
が

ら
県
教
委
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 

   

日本教職員組合公式 LINEアカウント 
  

日教組の活動に関する各種情報を 

適宜発信していきます。 

組合員のみなさまは、ぜひ登録を 

お願いします。 

 兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

７
月
９
日
（
土
）
午
後
、神
戸
市

教
育
会
館
に
て
、第
５
回
臨
採
者

学
習
会
「-

採
用
試
験
対
策
講
座

-

」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

一
次
・筆
記
試
験
を
２
週
間
後

に
控
え
、一
般
教
養
模
擬
試
験
を

実
施
し
、直
前
の
定
着
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
模
擬
試
験
問
題

の
作
成
に
は
、若
手
組
合
員
の
み

な
さ
ん
が
分
野
ご
と
に
問
題
作
成

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

  

次
回
は
、７
月

30

日
（
土
）
午

後
に
、二
次
試
験
に
向
け
た
個
人

面
接
お
よ
び
模
擬
授
業
の
練
習

を
中
心
と
し
た
学
習
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
（
左
参
照
）
。初
め

て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。職
場
で

の
積
極
的
な
声
か
け
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は 

書
記
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
♪ 


